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西
欧
が
何
百

年
も
か
け
た
近

代
化
を
日
本
は

わ
ず
か
１
０
０

年
足
ら
ず
で
成
し
遂
げ
た
と

い
わ
れ
る
。
何
百
年
の
西
欧

の
歴
史
に
は
紆
余
曲
折
が
あ

り
、日
本
は
そ
れ
が
少
な
い
。

急
速
に
発
展
し
つ
つ
あ
る
途

上
国
は
さ
ら
に
少
な
い
。

　

近
代
化
と
資
本
主
義
の
熟

成
と
は
必
ず
し
も
同
意
語
で

は
な
い
が
、
こ
こ
で
論
ず
る

紙
面
の
余
裕
は
な
い
。
広
域

の
資
本
主
義
は
利
点
も
多

い
。
朝
青
龍
騒
動
の
日
モ
ン

ゴ
ル
関
係
も
日
中
関
係
も
、

経
済
的
に
相
互
依
存
し
て
い

る
か
ら
重
篤
な
敵
対
関
係
に

ま
で
は
及
ば
な
い
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
軍
事

力
を
背
景
に
外
交
交
渉
を
有

利
に
運
び
た
い
と
い
う
意
向

が
大
国
ほ
ど
根
強
い
。
そ
の

底
に
は
、
防
衛
官
僚
や
軍
事

産
業
の
個
人
を
超
え
た
組
織

エ
ゴ
が
あ
る
。

　

近
代
化
の
流
れ
の
紆
余
曲

折
の
途
上
で
で
き
た
こ
の
組

織
は
、
水
溜
り
に
発
展
し
て

国
民
の
良
識
で
は
歯
が
立
た

な
い
牙
城
を
形
成
し
て
い

る
。
社
会
の
進
化
が
生
物
種

の
進
化
と
似
て
負
の
代
償
を

伴
う
の
が
自
然
の
掟
な
ら
ば

し
ょ
う
が
な
い
が
、
自
己
分

析
で
き
る
人
間
な
ら
そ
の
叡

智
で
対
処
で
き
る
は
ず
だ
。

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）

《１》

新
政
権

新
政
権

医
療・社
会
保
障
政
策

日
野
秀
逸
（
東
北
大
学
名
誉
教
授
）

　

昨
年
の
衆
院
選
で
民
主
党

が
大
勝
し
、
54
年
に
わ
た
っ

て
政
権
に
就
い
て
い
た
自
由

民
主
党
が
政
権
の
座
を
去
っ

た
。

　

こ
の
こ
と
は
１
９
８
１
年

以
来
の
、
ア
メ
リ
カ
の
政
財

界
お
よ
び
軍
事
戦
略
と
日
本

の
大
企
業
に
露
骨
に
奉
仕
す

　

新
政
権
発
足
後
半
年
が
経
過
し
た
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
先
送
り
や
、
診

療
報
酬
の
実
質
ゼ
ロ
改
定
な
ど
医
療
政
策
が
揺
れ
て
い
る
。
民
主
党
の
医
療
政
策
分
析
を

日
野
秀
逸
氏（
東
北
大
学
名
誉
教
授
）か
ら
４
回
に
わ
た
り
ご
投
稿
い
た
だ
く
。（
編
集
部
）

る
『
臨
調
・
行
革
路
線
』、

そ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
で

あ
る
１
９
９
５
年
以
来
の

『
新
自
由
主
義
・
構
造
改
革

路
線
』
が
、
国
民
生
活
を
破

壊
し
、
社
会
保
障
制
度
を
機

能
不
全
に
追
い
込
み
、
地
域

医
療
を
崩
壊
に
導
き
、
日
本

の
経
済
と
政
治
を
袋
小
路
に

追
い
込
ん
だ
、
い
わ
ば
総
体

的
な
自
民
党
政
治
の
破
綻
の

結
果
で
あ
る
。

　

舞
台
は
間
違
い
な
く
一
歩

前
進
し
た
。
前
進
し
た
新
た

な
日
本
の
政
治
の
舞
台
で
、

当
面
の
主
役
を
国
民
か
ら
与

医
療
に
切
り
込
む「
事
業
仕
分
け
」

専門家がおこたえします

室相 談各 種
法律相談法律相談

【日　時】４月５日（月）午後２時～４時
【相談者】西晃 弁護士

相談料は無料、会場は保険医会館１Ｆです｡

税務相談税務相談
【日　時】４月21日（水）午後２時～４時
【相談者】疋田英司 税理士

雇用相談雇用相談
【日　時】４月15日（木）午後２時～４時
【相談者】堀口正二 社労士

―
―

保
険
で
よ
り
良
い
歯
科

医
療
の
た
め
に
」
を
資
料
に

す
る
。

　

会
場
で
は
、「
患
者
負
担

大
幅
軽
減
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
廃
止
を
求
め
る
請

願
」
署
名
、
社
会
保
険
診
療

報
酬
に
対
す
る
事
業
税
非
課

税
措
置
の
存
続
と
４
段
階
税

制
の
存
続
を
求
め
る
会
員
署

名
を
配
布
し
、
会
員
に
協
力

を
呼
び
か
け
る
。

　

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を

求
め
る
大
阪
連
絡
会
（
仮
称

・
保
険
歯
科
医
療
を
守
り
、

発
展
さ
せ
る
大
阪
の
会
）

は
、
５
月
29
日
に
岩
倉
政
城

先
生
を
講
師
に
招
い
て
結
成

総
会
を
開
く
。
同
会
は
こ
れ

ま
で
16
団
体
が
参
加
し
て
い

る
が
、
結
成
総
会
に
向
け
て

し
い
算
定
要
件
を
設
け
る
こ

と
で
歯
科
診
療
の
提
供
を
困

難
に
す
る
こ
と
に
強
く
反
対

す
る
。
患
者
の
視
点
は
、
医

療
現
場
の
視
点
と
矛
盾
し
な

い
。
押
し
付
け
の
文
書
要
件

や
算
定
要
件
は
直
ち
に
廃
止

す
べ
き
で
あ
る
。

　

今
回
の
改
定
で
主
眼
に
す

べ
き
は
、
ど
の
歯
科
医
院
で

も
算
定
で
き
る
項
目
の
点
数

引
き
上
げ
と
復
活
で
あ
る
。

歯
科
医
療
崩
壊
を
食
い
止

め
、
患
者
の
求
め
る
歯
科
医

包
括
、
歯
科
疾
患
管
理
料
や

ス
ケ
ー
リ
ン
グ
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
減
点
が
行
わ
れ
た
。

特
掲
診
療
料
の
減
算
や
包
括

に
よ
っ
て
他
の
引
き
上
げ
項

目
の
財
源
と
す
る
や
り
方

や
、
文
書
提
供
、
施
設
基
準

な
ど
の
縛
り
強
化
に
よ
る
医

療
費
抑
制
方
法
は
「
構
造
改

革
」
時
代
の
医
療
費
抑
制
政

策
と
全
く
同
じ
手
法
で
あ

る
。

　

ま
た
患
者
の
視
点
を
理
由

に
文
書
提
供
を
強
化
し
、
厳

き
な
批
判
が
起
こ
り
、
今
改

定
で
撤
回
さ
れ
て
い
る
。
歯

科
の
訪
問
診
療
に
お
け
る

「
20
分
ル
ー
ル
」
は
直
ち
に

廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。

　

基
本
診
療
料
等
の
増
点
の

た
め
、
ス
タ
デ
ィ
モ
デ
ル
の

行
為
を
時
間
に
よ
っ
て
評
価

す
る
「
20
分
ル
ー
ル
」
が
訪

問
診
療
に
持
ち
込
ま
れ
た
。

歯
科
医
師
の
医
療
行
為
を
時

間
要
件
で
縛
る
こ
と
は
断
じ

て
許
せ
な
い
。
医
科
で
は
、

５
分
間
ル
ー
ル
に
対
し
て
大

政
策
と
し
て
財
界
・
保
険
者

か
ら
一
貫
し
て
主
張
し
続
け

ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　

今
回
の
歯
科
診
療
報
酬
改

定
の
大
き
な
特
徴
は
、
歯
科

技
術
料
本
体
２
・
09
％
ア
ッ

プ
と
い
う
わ
ず
か
な
改
定
財

源
の
下
で
、障
害
者
、在
宅
、

病
院
等
、
多
く
の
分
野
に
点

数
を
導
入
し
よ
う
と
し
た
た

め
に
、
特
掲
診
療
料
の
包
括

や
い
び
つ
な
減
算
、
算
定
条

件
の
ハ
ー
ド
ル
の
引
き
上
げ

が
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

新
た
に
歯
科
医
師
の
医
療

や
口
腔
内
写
真
の
見
直
し
を

食
い
止
め
る
大
き
な
力
に
も

な
っ
た
。

　

「
10
年
ぶ
り
の
プ
ラ
ス
」

と
し
て
報
道
さ
れ
た
全
体
改

定
率
は
、
医
薬
品
の
引
き
下

げ
分
６
０
０
億
円
を
改
定
財

源
か
ら
意
図
的
に
抜
か
れ
た

も
の
で
、
実
質
改
定
率
が
プ

ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
６
０
０
億
円
が
き
ち
ん

と
改
定
財
源
と
さ
れ
て
い
れ

ば
、
技
術
料
本
体
を
さ
ら
に

改
善
で
き
た
の
は
明
ら
か
で

あ
る
。

　

今
回
の
改
定
で
レ
セ
プ
ト

を
電
子
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
請
求
す
る
医
院
に
対
し
明

細
書
の
無
料
発
行
が
義
務
付

け
ら
れ
た
。
そ
も
そ
も
明
細

書
の
発
行
は
、
医
療
費
抑
制

　

長
年
に
わ
た
っ
て
私
た
ち

が
痛
切
な
思
い
で
訴
え
続
け

て
き
た
医
療
・
社
会
保
障
改

善
の
運
動
が
、
一
歩
ず
つ
、

着
実
に
前
進
し
て
い
る
。

　

社
会
保
障
費
の
毎
年
２
２

０
０
億
円
の
削
減
や
レ
セ
プ

ト
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
義
務

化
は
、
不
条
理
に
対
す
る
圧

倒
的
な
世
論
・
保
険
医
の
声

が
政
治
を
突
き
動
か
し
、
撤

回
さ
せ
た
。
２
０
１
０
年
診

療
報
酬
改
定
を
め
ぐ
っ
て
、

協
会
が
会
員
に
呼
び
掛
け
た

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
、

多
く
の
先
生
方
の
声
が
力
と

な
り
、
歯
科
医
療
危
機
の
打

開
を
求
め
る
私
た
ち
の
切
実

な
声
が
基
本
診
療
料
の
引
き

上
げ
や
、
基
礎
的
技
術
料
の

一
部
改
善
を
実
現
さ
せ
た
。

ま
た
、
補
綴
物
維
持
管
理
料

　

協
会
は
13
日
に
開
い
た
第
12
回
理
事
会
で
、
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
の
声
明
を
採
択

し
た
。
声
明
で
は
、
歯
科
技
術
料
本
体
で
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
こ
と
を
評
価
す
る
一
方
で
、

わ
ず
か
な
改
定
財
源
の
下
で
、
障
害
者
歯
科
医
療
、
訪
問
診
療
、
病
院
歯
科
等
、
多
く
の

分
野
に
点
数
を
配
分
し
た
た
め
、
ス
タ
デ
ィ
モ
デ
ル
と
歯
管
の
１
回
目
20
点
を
基
本
診
療

料
に
包
括
し
た
こ
と
な
ど
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
全
文
を
掲
載
す
る
。

理事会声明

歯
科
医
療
を
立
て
直
し
、
患
者
の
要
求
に
応
え
る

た
め
に
抜
本
的
な
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
を
求
め
る

え
ら
れ
た
の
が
民
主
党
で
あ

る
。

　

本
稿
は
、
こ
の
民
主
党
の

医
療
政
策
を
中
心
に
、
関
連

諸
政
策
を
分
析
・
評
価
し
、

国
民
本
位
の
医
療
を
確
立
す

党
の
圧
倒
的
優
位
状
態
を
斟

酌
し
て
民
主
党
政
権
と
表
記

す
る
）。

「
事
業
仕
分
け
」で

医
療
費
の
大
抑
制
に

助
金
な
ど
」
に
は
、
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
で
は
９
千
億
円
（
４

年
間
で
）
を
投
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

「
仕
分
け
」の
結
果
は
、
５
７

３
億
９
千
７
百
万
円
の
縮
減

と
さ
れ
た
。
明
白
な
公
約
違

反
で
あ
る
。「
診
療
報
酬
の
配

分
」と
い
う
事
項
で
は
、「
開

業
医
か
ら
勤
務
医
へ
」等
が

要
望
さ
れ
、全
体
で
は「
診
療

報
酬
改
定
」
マ
イ
ナ
ス
の
内

容
に
な
っ
た
。
結
局
、
民
主

党
の
政
権
発
足
最
初
の
医
療

費
関
連
政
策
は
、
大
幅
な
マ

イ
ナ
ス
と
い
う「
仕
分
け
」に

な
っ
た
。

 

（
つ
づ
く
）

る
と
い
う
私
た
ち
の
対
応
の

方
向
を
見
定
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。（
新
政
権

は
民
主
・
社
民
・
国
民
の
連

立
政
権
で
は
あ
る
が
、
民
主

　

民
主
党
が
自
慢
す
る
「
事

業
仕
分
け
」は
、
社
会
保
障
、

特
に
医
療
へ
の
切
り
込
み
が

目
立
つ
。「
医
師
確
保
や
緊

急
・
周
産
期
医
療
対
策
の
補

５
７
３
億
以
上
の
縮
減
は
明
白
な
公
約
違
反

　

協
会
は
第
12
回
理
事
会
を

13
日
に
開
き
、
上
記
の
声
明

「
歯
科
医
療
を
立
て
直
し
、

患
者
の
要
求
に
応
え
る
た
め

に
抜
本
的
な
診
療
報
酬
の
引

き
上
げ
を
求
め
る
」
を
採
択

し
た
。

　

改
定
内
容
は
、
３
月
22
日

の
中
央
説
明
会
と
３
月
27
日

以
降
開
く
地
区
説
明
会
で
会

員
に
伝
え
る
。
会
場
で
は
、

保
団
連
作
成
の
「
歯
科
診
療

報
酬　

２
０
１
０
年
改
定
の

要
点
と
解
説
」
と
大
阪
歯
科

協
会
作
成
の
「
２
０
１
０
年

改
定　

狙
い
と
本
質
を
読
む

第12回
理事会

会
員
向
け
に
各
地
で
説
明
会

「
患
者
負
担
軽
減
署
名
」な
ど
を
提
起

点数説明会で協力を呼びかける「患
者負担大幅軽減、後期高齢者医療制
度の廃止を求める請願」署名

療
要
求
に
応
え
る
た
め
に
抜

本
的
な
診
療
報
酬
の
引
き
上

げ
を
求
め
る
。

 

２
０
１
０
年
３
月
13
日

さ
れ
て
い
る
が
、
地
方
議
会

で
の
過
半
数
採
択
を
目
指

す
。

増
や
し
て
い
く
。

　

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療

の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
」

は
大
阪
府
下
11
市
町
で
採
択


